
後
撰
和
歌
集
注
釈

巻

二

春
中

(
1
)

実

川

恵

子

序

言

一
、
本
稿
は
研
究
会
活
動
に
よ
る
成
果

の

一
部
で
あ
る
。

一
、
本
研
究
会
は
、
井
川
健
司

・
井
川
裕
子

・
門
倉
浩

・
久
保
木
寿
子

・
実
川

恵
子
・内
藤
明
・吉
川
栄
治

の
七
名
で
構
成
し
、
各
巻
分
担
方
式
に
よ
る

『後

撰
集
』
全
巻

の
注
釈
を
目
標
と
す
る
。

一
、
注
釈
が
完
了
し
て
い
る
四
季
部
の
内
、
春
上
～
秋
中

の
六
巻
に
つ
い
て
、

以
下
の
各
誌
に
順
次
発
表
し
て
ゆ
く
予
定

(巻
号
は
未
定
)
。

巻

一

春
上
…
『白
梅
学
園
短
期
大
学
紀
要
』

巻
二

春
中
…
『文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』

巻
三

春
下
…
『滋
賀
大
国

文
』
・
『滋
賀
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
(春
下
ω

は
、
『滋
賀
大
国
文
』
第
三
十
二
号
二

九
九
四
年
六
月
掲

載
)。

巻
四

夏

…
『早
稲
田
大
学
人
文
自
然
科
学
研
究
』

巻
五

秋
上
…
『
明
星
大
学
研
究
紀
要

1
日
本
文
化
学
部
・言
語
文
化
学

科
1
』

巻
六

秋
中
…
『古
代
研
究
』
(早
稲
田
大
学
)

凡

例

内
底
本
】
高
松
宮
旧
蔵
天
福
本
を
用

い
、
日
大
為
相
筆
本
に
よ
り
補
訂
。

【表
記
】

【勘
物
】

な
お
、
単
行
本
と
し
て
刊
行

の
際
に
は
定
家
自
筆
時
雨
亭
文
庫
本
に

差
し
替
え
る
予
定
。

1

仮
名
遣
い
は
、
底
本
の
表
記
を
改
め
歴
史
的
仮
名
遣

い
に
統

一

し
た
。
付
属
語

の
「ん
」
「ら
ん
」爿
け
ん
L
「な
ん
」
は

「
む
」
、
「ら

む
」
「け
む
」
「
な
む
」
に
統

一
。
ま
た
、
「梅
」
は

「う
め
」
、
「
馬
」

は

「う
ま
」
を
用
い
る
。

2
・
送
り
仮
名
は
、
「給

(
へ
)
る
」
の
よ
う
に
通
行
の
送
り
仮
名
を

F
補
う
。

3

踊
り
字
は
本
来

の
文
字
に
改
め
、
底
本
表
記
は
右
括
弧
中
に
傍

記
。

4

漢
字
仮
名
表
記
は
原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
。
た
だ
し
、
付
属

語
の
漢
字
表
記

・
宛
字

・
異
体
字

・
固
有
名
詞

の
誤
字
や
宛
字
は

改
訂
し
、
底
本
表
記
を
右
括
弧
中
に
傍
記
し
た
。

5

連
語

の
略
表
記
に
つ
い
て
は
、
固
有
名
詞
と
し
て
略
表
記

の
定

着
し
た
も

の

(「寛
平
御
時
」
等
)
や
送
り
仮
名

の
省
略
が
慣
用
化

し
て
い
る
も

の

(「歌
合
」
等
)
を
除
き
、
「梅

(
の
)
花
」

の
よ

う
に
本
行
中
に
補
う
。

底
本
に
は
処

々
に
定
家
書
き
入
れ
の
勘
注
が
あ
る
。
当
該
箇
所
に
は

「勘
」
記
号
で
位
置
の
み
を
示
し
、
勘
物
本
文
は
直
後

の

「勘
物
」

欄
に
示
す
。

(1)



【朱
注
】
底
本
に
は
行
成
筆
本
に
よ
る
校
異
が
朱
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
当

該
箇
所
に
は

「朱
」
記
号
の
み
を
傍
記
し
、
「朱
注
」
欄
に
そ
の
本
文

を
示
す
。

【校
異
】
底
本
と
は
系
統
の
異
な
る
代
表
的
伝
本
六
種
に
よ
る
校
異
を
示
す
。

1

本
文
当
該
位
置
に
番
号
を
傍
記
し
、
「
校
異
」欄

に
そ
の
本
文
を

示
す
。

2

底
本
に
な
い
本
文

は
見
出
し
を
付
け
ず

・「○
○
ア
リ
」
と
す
る
。

3

底
本
に
あ

っ
て
校
異
本
に
な
い
本
文
は

「○
○
ー
ナ
シ
」
と
す

る
。

4

句
順
前
後
は

「
○
○
○
O
l
O
O
O
O
上

(下
)

ニ
ア
リ
」
の

よ
う
に
処
理
す
る
。

5

同

一
異
文
内
に
お
け
る
校
異
諸
本
略
号
の
掲
出
順
は
、
底
本
と

の
親
疎
に
よ
る
。
序
列
は
次
項
参
照
。

6

諸
本

の
略
号
は
次

の
通
り
。

中
院
本

(中
)
・承
保
三
年
本

(久
)
・雲
州
本

(雲
)
・堀
河

本

(堀
)
・
片
仮
名
本

(片
)
・
二
荒
山
本

(荒
)

【
出
典
】
1

歌
集
名
は
、
『万
葉
』
『古
今
』
『六
帖
』
の
よ
う

に
略
号
を
原
則

と
す
る
。

2

歌
合
名
は
、
原
則

と
し
て

『歌
合
大
成
』
に
従
う

(年
号
は
略
)

が
、
寛
平
后
宮
歌
合

に
つ
い
て
は
通
称
に
従
う
。

3

『後
撰
集
』
は

「
本
集
」
と
記
す
。

【作
者
】
『後
撰
集
』
の
和
歌
作
者

に
つ
い
て
は
、
刊
行
時
に
作
者
略
伝
を
付
す

予
定
な
の
で
、
当
面
の
注
釈
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。
詞
書
中
に
出

て
く
る
人
物
で
注

の
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
本
集
作
者
で
あ
る
。

【諸
注
】
参
考
と
し
た
注
釈
と
略
号
は
以
下

の
通
り
。
そ
の
他
の
歌
学
書
は
原

.題
の
ま
ま
引
用
。

『聞
書
注
』

藤
原
為
家

?

『後
撰
集
聞
書
注

』

『正
義
』

昇
蓮
?

『後
撰
集
正
義
』

『抄
』

北
村
季
吟

『後
撰
集
抄

』

『雑
考
』

,

契
沖

『契
沖
雑
考

』
-

『
口
訣
』

北
村
季
吟

『後
撰
集
口
訣

』

『増
抄
』

萩
原
宗
固

『後
撰
集
増
抄
』

『
つ
か
ね
緒
』
…
…
…
本
居
宣
長

『後
撰
集
詞
の
つ
か
ね
緒
』

道
麿
『疑
問
』
…
…
…
田
中
道
麿

『後
撰
集
疑
問
』

磯
足
『疑
問
』
…
…
…
加
藤
磯
足

『後
撰
集
疑
問
』

『新
抄
』

、

中
山
美
石

『後
撰
集
新
抄

』

『標
注
』

.

岸
本
由
豆
流

『後
撰
集
標
注

』
'

『講
義
』

佐
佐
木
信
網

『後
撰
集
講
義

』

『選
釈
』

久
松
潜

一

『八
代
集
選
釈
』

『評
釈
』

久
松
潜

一

『八
代
集
選
釈
』

『秀
歌
』

窪
田
空
穂

『平
安
秀
歌
』

『名
歌
選
釈
』
…
…
…
岸
上
慎
二

『平
安
名
歌
選
釈
』

(昭
三
九

・
七

『国
文
学
』
)

『鑑
賞
』

、

杉
谷
寿
郎

「後
撰
和
歌
集
』

(角
川
鑑
賞
日
本
古
典
文
学

7
所
収
)

『全
釈
』

.

木
船
重
昭

『後
撰
和
歌
集
全
釈

』

(笠
問
古
典
注
釈
叢
刊
13
)

『大
系
』

片
桐
洋

一

『後
撰
和
歌
集

』

(岩
波
新
古
典
文
学
大
系
6
)

『叢
書
』

、工
藤
重
矩

『後
撰
和
歌
集
』

(和
泉
古
典
叢
書
3
)

(2)



後
撰
和
歌
集
巻
第
二

〈朱
〉
①

春

中②

③

と
し
お
い
て
の
ち
、
梅

(の
)
花
を
う
ゑ
て
、
あ
ぐ
る
年

の
春
お
も

⑥

〈勘
V

④
⑤

ふ
所
あ
り
て

藤
原
扶
幹
朝
臣

⑧

⑨

⑦

47

う
ゑ
し
時
花
見
む
と
し
も
お
も
は
ぬ
に
さ
き
ち
る
見
れ
ば
よ
は
ひ
老

(ひ
)

に
け
り

【勘
物
】
大
納
言
按
察
天
慶
元
七
月
薨
七
十
五

【朱
注
】
歌

【校
異
】
①
歌
ア
リ
(久
)

②
と
し
お
い
て
の
ち
ー
と
し
お

い
て
の
の
ち

(久
)

③
梅

の
花
-
梅
の
木

(中
久
堀
)

④
所
1

こ

・
ろ

(中
久
片
荒
)
こ
と

(堀
)

⑤
あ
り
て
ー
ア
リ
テ
ヨ
メ
ル

(片
)

⑥
藤
原
扶
幹
朝
臣
1
□

の
す
け
と
も

(荒
)

⑦
お
も
は
ぬ
に
ー
お
も
は
す
に

(堀
)

⑧
さ
き
ち
る
ー
サ
キ
ケ
ル

(片
)

⑨
よ
は
ひ
老
い
に
け
り
ー
よ
く
お
い
に
け
り

(久
)
よ
は
ひ

へ
に
け

り

(堀
)

【語
釈
】
○
さ
き
ち
る
見
れ
ば
ー

翌
年
梅
の
花
が
咲
き
、
そ
し
て
間
も
な
く
散

る
の
を
見
る
と
、
と
い
う
開
花
か
ら
落
花

へ
の
早
さ
を
表
現
す
る
。

【訳
】

老
後
に
梅
の
花
を
植

え
て
、
翌
春
心
に
思
う
こ
と
が
あ

っ
て
、

か

つ
て
梅

の
木
を
植
え
た
時
に
は
、
花
を
見
る
だ
ろ
う
と
も
思
わ
な
か

っ
た
の
に
、
翌
年
花
が
咲
き
、
そ
し
て
散
る
の
を
見
る
と
か
え

っ
て
老

い
を
感
じ
て
し
ま

っ
た
こ
と
だ
よ
。

【評
】
梅
の
木
を
植
え
た
時
に
は
、
ま
さ
か
そ
の
花
を
見
る
こ
と
は
あ
る
ま
い

と
思

っ
て
い
た
の
が
、
花
が
開
き
、
そ
し
て
散
る
、
と
い
う
.
あ

っ
と
い
う
間

の
生
滅

の
展
開
に
、
ま
た

一
段
と
老
い
を
感
じ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
感
慨
を
詠

じ
て
い
る
。

『新
抄
』
に
類
歌
と
し
て
、
「植

え
し
時
花
待
ち
遠
に
あ
り
し
菊
う

っ
ろ
ふ
秋

に
あ
は
む
と
や
見
し
L
・(『古
今
』
秋
下
、
二
七

一
)
を
掲
げ
る
が
、
こ
の
歌
は
、

待

っ
た
時
間
の
長
さ
に
対
し
て
、
満
開
の
菊
を
眼
前

に
そ
の
盛
り
の
短
さ
と
い

う
矛
盾
を
基
調
に
、
衰
え
て
い
く
花
を
惜
し
む
気
持
を
詠
う
。
当
歌
も
、
こ
の

類
歌
も
時
間
的
変
化
が
つ
け
ら
れ
て
詠
ま
れ
た
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る

が
、
詠
歌

の
視
点
で
は
相
異
し
て
い
る
。

な
お
、
『大
系
』
は
当
歌
の

「
よ
は
ひ
」
の
語

の

「思
い
も
か
け
ぬ
長
寿
に
よ

っ
て
花

の
生
き
ざ
ま
を
確
認
出
来
た
よ
ろ
こ
び
」
に
主
眼
を
置
い
た
詠
歌
と
し

て
捕
え
、
む
し
ろ
雑
部
に
あ

っ
て
も
よ
い
歌
と
す
る
。
本
集
で
は
当
歌
を
巻
頭

に
据
え
た
意
図
は
、

【語
釈
】
に
掲
げ
た

「さ
き
ち
る
見
れ
ば
」
の
梅
の
花

の

開
花
か
ら
落
花
の
早
さ
を
、
老
い
の
感
壊
に
た
ぶ
ら
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

48

②

③

①

ね

や

の
ま

へ
に

竹

の
あ

る
所

に

や

ど
り

侍

(り

)

て④

〈勘
1
V

⑤

⑥

藤

伊
衡
朝
臣

竹
ち
か
く
よ
ど
こ
ね
は
せ
じ
鴬

の
な
く
声
き
け
ば
あ
さ

い
せ
ら
れ
ず

〈勘
2
>

【勘
物
】
①
延
喜
十
六
年
右
少
将
七
年
蔵
人
延
長
三
四
位
同
十
月
中
将

②
延

長
八
年
正
四
下
兼
内
蔵
頭
承
平
四
参
議
七
年
右
兵
衛
督

【校
異
】
①
ま

へ
ー
ま

へ
ち
か
く

、(荒
片
)

②
竹

の
あ
る
1
竹
あ
る

(中
承

堀
片
)

③
や
ど
り
侍
り
て
ー
ね
侍
り
て

(堀
)

④
藤
原
伊
衡
朝
臣
ー
ふ
ち

ば
ら
の
[
]

(荒
)
.
⑤
よ
と
こ
ね
ー
よ
□

こ
ね

(荒
)

⑥
あ
さ
ー
[
凵

(荒
)

【語
釈
】
○
竹
ち
か
く
1
竹
が
植
え
て
あ
る
近
く
に

○
よ
ど
こ
ね
ー
よ
ど
こ

は
、
,夜
床
、
寝
床
の
意
。
「
よ

(節
)」
と

「ね

(根
)
」
は
と
も
に
竹

の
縁
語
。

『無
名
抄
』
に

「よ
ど
こ
ね
は
せ
じ
と
い
ひ

・
あ
さ
い
せ
ら
れ
ず
と
い
へ
る

・

す
が
た
こ
と
ば
よ
ろ
し
か
ら
ず
」
、
『僻
案
抄
』
に

「
よ
ど
こ
ね
。
よ
る
ふ
す
と

(3)



こ
。
お
ら
は
に
き

こ
ゆ
。
朝

い
ぜ
ら
れ
ず
。
褻

な
る
詞
な
れ
ど
、
・
ふ
る
き
歌
は
、

た
.・
あ
り
と
よ
め
れ
ば
、
か
や
う

の
事
お
ほ
か
り
L
と
あ
る
。
例
歌
に
、
「
た
た

な
つ
く
柔
膚
す
ら
を
剣
刀
身

に
副

へ
寝
ね
ば
ぬ
ば
た
ま
に
夜
床
も
荒
る
ら
む
」

(『万
葉
』巻
二
、

一
九
四
)
、
「旅

ね
す
る
夜
床
さ

へ
つ
っ
明
け
ぬ
ら
し
外
方
ぞ

鐘
の
声
き
こ
ゆ
な
り
」

(『金
葉
』
冬
、
二
入
七
)
。

○
あ
さ
い
ー
朝
寝
。

【訳
】

寝
室

の
前
に
、
竹
が
植
え
て
あ
る
所
に
泊
ま

っ
て
、

竹
の
植
え
て
あ
惹
近
く
に
夜
床
を
と

っ
て
寝
る
の
は
も
う
し
ま
い
。
早

朝
、
そ
の
竹
に
や

っ
て
く
る
鴬
の
声
を
聞
く
と
朝
寝
ど
こ
ろ
で
は
な

い

か
ら
。

【評
】
竹
の
植
え
て
あ
る
近
く
に
寝
所
を
と
る
と
、
鴬

の
飛
来
で
ゆ
っ
く
り
と

朝
寝
も
出
来
な
い
、
と
い
っ
た
不
満
を
述
べ
る
か
の
よ
う
に
し
て
、
実
は
そ
の

絶
妙
な
風
情
を
満
喫
し
、
そ
の
喜

び
の
様
を
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
竹
に
鳴
く
鴬
を
詠
ん
だ
例

は
、

『万
葉
』
に

「梅
の
花
散
ら
ま
く
惜
し
み

わ
が
園
の
竹

の
林
に
鴬
鳴
く
も
」

(巻
五
、
入
二
四
)
や
、
「御
苑
生
の
竹
の
林

ふ

に
う
ぐ
ひ
す
は
し
ば
鳴
き
に
し
を
雪
は
零
り

つ
つ
」

(巻
十
九
、
四
二
入
六
)
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
単
純
な
叙
景
歌
で
あ
る
。
平
安
朝

の
和
歌
に
は
そ
の
例
歌

は
少
な
い
が
、
・『古
今
』
に

「
世
に

ふ
れ
ば
事

の
は
し
げ
き
く
れ
竹

の
う
き
ふ
し

ご
と
に
鴬
ぞ
鳴
く
」
(雑
下
、
九
五
入
)
は
、
『万
葉
』
歌

の
よ
う
な
単
な
る
景

物
素
材
と
し
て
の
組

み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
技
巧
の
複
雑
な
詠
歌
で
あ
る
。

当
歌
は
、
『俊
頼
髄
脳
』
「秀
歌

等
の
例
」
に
、
花
や
月
を
賞
し
た
例
歌
に
続

い
て
載
せ
、
新
奇
な
詠
法
と
す
る
。
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①

や
ま
と
の
ふ
る
の
山
を
ま
か
る
と
て

僧
正
遍
昭

②

い
そ
の
神
ふ
る
の
山
べ
の
桜
花
う
ゑ
け
む
時
を
し
る
人
ぞ
な
き

【校
異
】
①
衷
か
る
と
て
ー
と
ほ
り
け
る
に

(堀
)
ま
か
れ
る
と
き

(荒
)

マ

カ
ル
ト
キ

(片
)

②
し
る
人
ぞ
な
き
ー
し
る
人
の
な
き

(堀
)

【語
釈
】
○
、小
る
の
山
ー
ふ
る

(布
留
)
は
、
大
和

の
地
名
。
天
理
市
石
上
神

宮

の
背
後
の
山
を
い
づ
。

○
ま
か
る
1
単
な
る
通
過
の
意
と
、
、高
貴
な
人

の
所
や
場
所
か
ら
退
出
す
る
意
が
み
り
、、
こ
こ
で
は
後
者

の
意
。

○
い
そ

い
そ
の
か
み

の
か
み
ー
地
名

(歌
枕
)。
現
在
の
奈
良
県
天
理
市

石

上
付
近
。
『紀
』、に
よ
れ

ば
、
安
康
天
皇

の
石
上
穴
穂
宮
、
仁
賢
天
皇

の
石
上
広
高
宮

が
あ

っ
た
(「石
上

ふ
る

き
都
の
ほ
と
と
ぎ
す
声
ば
か

り
こ
そ
昔
な
り
け
り
」

(『古
今
』
夏
、

一
四

四
)コ
、和
歌
に
お
い
て
は
、
「
石
上
」
は
、
同
地

の

一
部
で
あ
る

「布
留
」

(石
上

ふ
る

む
ら

神
社
の
あ
る
所
)
に
連
ね
て
用
い
ら
れ

(「石
上
振

の
山
な
る
杉
群
の
」
『万
葉
』

み
こ
と

巻

三

、

四

二

二

.
「
石

上

振

の
尊

は

手

弱

女

の
」

同

、

巻

六

、

一
〇

一
九

・
「
石

わ

さ

だ

上

振

の
早

稲

田

の
穂

に

は
出

で
ず

」
同

、

巻

九

、

一
七

六

入

)
、

や

が

て
枕

詞
化

す

る

(
「
石
上

布

留

の
中

道

な

か

な

か

に

見
ず

は

恋

と
思

は

ま

し

や

は

」

『
古

今

』

恋

四

、

六

七

九

)
。

ま

た

、
.「
布

留

」

が

「
降

る

・
振

る

・
古

る
」

と

同

音

ゆ

え

、

ふ
る

「
石
上
」
は
こ
れ
ら

の
枕
詞
と
な
る

(「
石
上
零
と
も
に
雨
に
障
ら
め
や
妹

に
逢

あ

は
む
と
言
ひ
て
し
も
の
を
」
『万
葉
』
巻
四
、
六
六
四

・
「
吾
妹
や
吾
を
忘
ら
す

そ
で
ふ
る

な
石
上
袖
振
卅
の
絶
え
む
と
思

へ
や
」
同
、
巻
十
二
、
三
四
三
・
「夜
ゐ
の
ま
に

は
や
な
ぐ
さ
め
よ

い
そ
の
神
ふ
り
に
し
と
こ
も
う
ち
は
ら
ふ
べ
く
」
「本
集
」
恋

三
、
七
五
六
)
。

○
う
ゑ
け
む
時
-
桜

の
花
は
、
今
を
盛
り
と
咲

い
て
い
る

が
、・
か
っ
て
の
都

で
あ
る
布
留
の
地
に
桜
を
植
え
た
そ
の
時
代

の
様
子
。

【訳
】

大
和
の
布
留

の
山
を
退
出
す
る
と
い
う

の
で
、

石
上

の
布
留
の
山
辺

の
桜
花
は
、
そ
の
地
の
名

の
よ
う
に
古
く
て
、
こ

の
桜
を

い
っ
た
い
い
つ
,植
え
た
の
か
、
昔
の
都

の
あ
り
さ
ま
を
知
る
人

は
い
な

い
こ
ど
だ
。

【評
】
石
上
の
布
留

の
山
辺
の
地
を
、
退
出
す
る
時
の
惜
別

の
情
を
詠
じ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
の
『大
系
』
は
、
.「
知
る
人
ぞ
な
き
」
に
触
れ
、
『古
今
』
秋
上
、

巻
末
歌
、
二
四
入

の
詞
書

の
記
述
に
遍
昭
の
母
が
布
留
の
地
に
在
住
し
た
こ
と
」

(4)



に
関
連
さ
せ
、
母

へ
の
思
慕
を
含
ま
せ
た
語
句
と
読
み
と
る
解
が
示
さ
れ
る
。

ま
た
、
当
歌
を
本
歌
と
し
て
詠
出
し
た
源
通
具
の

「
石
上
布
留
野
の
桜
た
れ

植

へ
て
春
は
忘
れ
ぬ
形
見
な
る
ら
む
」

(『新
古
今
』
春
上
、
.九
六
)
は
、
本
歌

の

「
山
辺
」
を

「
野
」
と
か
え
、
懐
古
の
情
と
桜
の
花

の
艶
を
本
歌
以
上
に
表

現
し
て
い
る
。

①

②

③

④

花
山
に
て
道
俗
さ
け
ら
た
う
べ
け
る
を
り
に

素
性
法
師

("
)

(南
)

50

山
守
は
い
は
ば
い
は
な
む
高
砂

の
を
の

へ
の
桜
折

(り
)
て
か
ざ
さ
む

【校
異
】
①
花
山
-
山

(片
荒
)

②
道
俗
1
ほ
う
し
そ
く
あ

つ
ま
り
て

(片

荒
)

③
さ
け
ら
ー
さ
け

(中
堀
)
サ
ケ
ナ
ム

(片
)
さ
け
な
と

(荒
)

④

た
う

へ
け
る
を
り
に
r
た
う

へ
け
る
時
に

(中
久
)
た
う

へ
け
る
に

(荒
)

【語
釈
】
○
花
山
に
て
1
遍
昭
が
創
建
し
た
花
山
寺
の
地
。
京
都
市
東
山
区
山

科
北
花
山
に
あ
る
。

○
道
俗

-
僧
侶
と
俗
人
。

○
た
う

べ
け
る
ー
「た

う
ぶ
」,
は
本
集
四
五
参
照
。

○
山
守
-
山
を
守
る
人
、
山
番
。

○

い

は
ば
い
は
な
む
1
文
句
を
言
う
な
ら
言

っ
て
ほ
し
い
。

○
高
砂
の
を
の

へ

ー
特
定
の
地
を
意
味
し
て
、
兵
庫
県
南
部
、
加
古
川
西
部

の
地
を
示
す
場
合
と
、

砂
が
高
く
丘
の
よ
ヶ

に
な

っ
た
所
や
高

い
砂
丘
、
山
の
こ
と
を
総
称
し
て
い
う
。

『僻
案
抄
』
に

「
高
砂
播
磨

の
名

所
な
れ
ど
、
す
べ
て
山
を
ば
高
砂
と
云

一
説

也
」
と
あ
り
、2
こ
の
場
合
も

一
般

的
な
山
の
意
と
と
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

「
を
の
へ
」
は
、
山
の
頂
(
峰

の
意
。

○
か
ざ
さ
む
1
冠
や
頭
に
挿
そ
う
。

本
集
四
五
参
照
。

【訳
】

花
山
の
地
で
、
法
師
,
俗
人
が
入
り
ま
じ

っ
て
、
酒
を
飲
ん
だ
折

に
、

'
・
.山
守
が
、
文
句
を
言

っ
て
咎
め
た
け
れ
ば
咎
め
て
も
良
い
。
峰
に
咲
い

た
こ
の
桜
を
折

っ
て
頭
に
挿
そ
う
。

【評
】
桜
を
春
の
景
物
と
し
て
耽
美
し
た
措
辞
で
あ
ろ
う
。
詞
書

に
示
す
如
く
㍉

素
性
法
師
が

「
花
山
」
の
地
で
桜

の
花
を
折

っ
て
の
詠
歌
と
す
る
と
、
「高
砂

の

尾
上
」
と
い
う
地
名
は
、、
播
磨
に
位
置
す
る
事
実
と
矛
盾
す
る
。
平
安
朝

の
和

歌

で
は
、
地
名

「高
砂
」
と
特
定

で
き

る
も

の
は
稀

で

(『平
安
朝
歌
枕

索

引
』)
、
「高
砂
の
尾
上
」
は

『正
義
』、
『新
抄
』
に
示
す
如
く
、
「高
砂
」
を
山

の
意
と
し
、
「尾
上
」
は
尾

の
上
、

つ
ま
り
峰
と
普
通
名
詞
的
に
理
解
す
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
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〈朱
〉
①

(
・
)

②

お

も

し

ろ

き

さ

く

ら

を

を

り

て

、

と

も

だ

ち

の

つ
か

は

し

た

り

け

れ

ば

・
よ

み
人

し

ら
ず

③

さ
く

ら

花

色

は

ひ

と

し

き

枝

な

れ

ど

か

た

み

に

見

れ

ば

な

ぐ

さ

ま

な

く

に

【朱
注
】
い
と

【校
異
】
①

い
と
ア
ー1

(中
久
雲
堀
片
荒
)

②
も
と
に
ア
り

(雲
)
も
と

ヘ
ア

リ

(堀
)
カ
リ
ア
リ

(片
荒
)

③
ひ
と
し
き
ー
ひ
さ
し
き

(久
)

【語
釈
】
○
お
も
し
ろ
き
さ
く
ら
ー

こ
の

「
お
も
し
ろ
き
」
は
、
色
合

・
咲
き

具
合
が
格
別
に
は
な
や
か
で
風
情
が
あ
る
こ
と
。
枝
ぶ
り
や
形
状
に
変
わ
っ
た

見
所
が
あ
る
の
謂
で
は
な
い
。
大
系

『万
葉
集
』

一
〇
入

一
補
注
に
よ
れ
ば
、

「
オ
モ
シ
ロ
と
は
、
や
は
り
面

・
白
の
複
合
語
で
、
元
来
、
目

の
前
が
パ
ッ
と

明
る
く
な
る
感
じ
を

い
う
語
の
よ
う
で
」
「
眼
前
の
光
景

・風
景
に

つ
い
て
い
う

こ
と
が
多

い
」、
即
ち
、
心
情
語
な
が
ら
対
象

の
状
態
を
特
定
す
る
語

で
あ
る
。

桜
の
例

(本
集
九
三

・
『勢
語
』
入
十
二

・
九
十
段
)
で
は
不
明
瞭
だ
が
、
,
「宇

多
院
の
花
お
も
し
ろ
か
り
け
る
こ
ろ
」
(『大
和
』
八
十
段
)
.・
「花
お
も
し
ろ
く

な
り
な
ば
必
ず
御
覧
ぜ
ん
」
(同
九
十
段
)
を
参
考
に
す
れ
ば
、
大
体
に
お
い
て

(5)



満
開
時

の
状
態
を
指
す
と
見
て
よ
い
よ
う
だ
。
『古
今
』
及
び
本
集

の
「
お
も
し

ろ
し
」
の
用
例
に
あ
た
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
七
例
中
四
例
・九
例
中
五
例
が
「月
」

に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
・こ
れ
も
ま
た

h
満
月

.・
明
月
L

の
義
ど
考
え
ら

れ
る
。
要
す
る
に
、
見
る
側
に
ぱ

っ
と
し
た
印
象
を
与
え
る
よ
う
な
、
そ

の
景

物
固
有

の
美
が
最
大
限
に
発
現
し

た
状
態

へ
の
形
容
詞
で
あ
ろ
う
。
・

○
と

も
だ
ち
の
つ
か
は
し
た
り
け
れ
ば
十

「と
も
だ
ち
」
は
次
歌
五
十
二
の
作
者
伊

勢
(雲
州
本
以
下
四
本

の
本
文
で
は
当
歌

の
作
者
自
身
と
も
と
れ
る
)
。
例
に
よ

っ
て

・『
つ
か
ね
緒
』
が

「此
か

へ
し
伊
勢
な
れ
ば
、

い
せ
が
と
こ
そ
あ
る
べ
き

に
、・
友
だ
ち
と
の
み
い
ぺ
る
は
、
例
の
た
が

へ
り
。
又
お
こ
せ
と
い
ふ
べ
き
を

つ
か
は
し
と
い
へ
る
も
わ
う
し
…
…

つ
か
は
す
と
は
他

へ
や
る
を
こ
そ
い
ぺ
」

と
疑
義
を
呈
し
て
い
る
が
、

こ
の
内
、
、後

の
方
の
疑
問
に

つ
い
て
述

べ
る
と
、

相
手
か
ら
の
行
為
に

「
つ
か
は
す
」・を
用

い
る
例
は
、
『古
、今
』
に
は

一
例

(恋

四
、・
七
〇
五
)
し
か
な
い
も

の
の
、
本
集
で
は
珍
し
く
な
く

(六
八
「
一
四
九
ザ

三
九
四

・
四
三
六

・
六
四
〇

・
七

一
二
.・
入
三
八

・
八
七
二

・
九
八
Q

・
一
〇

=

・
一
二

一
八

・
=
二
六
九
等
)
、
む
し
ろ

「お
こ
す
」
よ
り
も
多
用
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は

『拾
遺
』

で
も
同
様
で
、
.詞
書
の
人
称
と
い
う
観
点
か

ら
の
説
明
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、

基
本
的
に
は
、
本
集
の
三
五
〇
弱
と
い
う
数

字
に
見
る
よ
う
な
、
歌
集
詞
書
に
お
け
る

「
つ
か
は
す
」

の
使
用
頻
度
の
高
さ

が
、
次
第
に

h
お
こ
す
L
と
の
混
乱
を
生
じ
ざ
せ
、
そ
の
代
用
と
さ
せ
る
よ
う

に
な

っ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。

○
色
は
ひ
と
し
き
1
何
と
ひ
と
し
い
か
に

つ
い
て
、
ω
世
間

一
般

の
桜
と

(「桜
は
い
つ
れ
も
ひ
と
し
く
か
は
ら
ぬ
枝
な
れ

ど
」
『抄
』)
、
②
相
手
の
面
影

・
容
姿
と

(「今
か
く
を
り
て
お
く
り
給

へ
る
此

桜
花
を
見
れ
ば
、
う
る
は
し
く
世

に
す
ぐ
れ
た
る
色
あ
ひ
枝

つ
き
な
れ
ば
、
君

と
ひ
と
し
く
な
ず
ら

へ
ら
れ
て
」
『新
抄
』)
、
㈲

一
入
で
見
る
時
と
あ
な
た
と
共

に
見
る
時
と
、
ω
形
見
と
見
る
時
と
そ
う

で
な
い
時
と
、
の
四
通
り
の
解
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
内
、
、ω
㈹
は
、,
歌
の
表
面
に
全
く
浮
か
ん
で
こ
な

い
も
の
を

対
,象
と
す
る
こ
ど
に
な
り
、
,
②
は
下
句
と
の
関
係
に
無
理
を
感
じ
る
。
確
定
は

難
し
い
が
^
四
句

に
歌

の
強
調
点
が
あ
る
と
見
て
ハ
ω

の
解
を
取

っ
て
お
く
。

○
か
た
み
に
見
れ
ば
1
形
見
と
し
て
見
る
と
。
.爿
か
た
み
L
は
故
人
の
そ
れ
で
は

な
ぐ
、
「恋
し
き
人
の
形
見
」
(『古
今
』
恋
四
、
七
四
三
)
・H
逢
ふ
ま
で
の
形
見
L

(同

・
七
四
四

・.七
、四
五
)
。,」
夢
を
だ
に
い
か
で
か
た
み
に
見
て
し
が
な
あ
は

で
ぬ
る
夜
の
な
ぐ
さ
め
に
せ
む
L

(『拾
遺
』
齟恋
三
、
八
○
八
)っ

【
訳
】

τ
み
ご
と
な
咲
き
ぶ
り
の
桜
を
折

っ
て
、
友
だ
ち
が
よ
こ
し
て
き
た

の
で
(

こ
の
桜
の
花
、
色
は
ど
う
見
よ
う
と
か
わ
る
わ
け
も
な
い
け
れ
ど
、
あ

.な

た
の
面
影
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
思

っ
て
見
る
と
、
(最
近
ご
無
沙
汰
だ
か

,
ら
)
気
が
沈
ん
で
し
ま

い
ま
す
。

【評
鱒
.作
者
は
伊
勢

の
女
友
だ
ち
で
あ
ろ
う
。
歌
は
第
二
句

の
解
釈
が
微
妙
で
、

し
か
も
第
四
句
と
結
句
と
の
間
に
飛
躍
が
あ
る
た
め
、
解
し
づ
ら

い
が
、
「枝
な

れ
ど
」
「見
れ
ば
」
の
接
続
を
重
視
す
れ
ば
、
右

の
よ
う
な
解
に
な
る

(訳
文
括

弧
中
の
部
分
は
、
次
歌

の
初
句

「見
ぬ
人
」
を
も
参
考
に
し
て
い
る
)
。
伊
勢
が

友
人
と
し
て
の
情
宜
か
ら
折

っ
て
よ
こ
し
た
桜
の
枝
を

.「形
見
」
と
見
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
逆
に
そ
の
無
沙
汰
を
責
め
る
歌
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

①返
し

伊
勢

②

(お
)

③

④

52

見
ぬ
人
の
か
た
み
が
て
ら
は
を
ら
ざ
り
き
身
に
な
ず
ら

へ
る
花
に
し
あ
ら

ね
ば

【.校
異
】
①
返
し
1
返
事

(雲
)

・②

の
ー
を

-(雨云
堀
荒
Y
・.二

(片
)

③
な

ず
ら

へ
る
イ
な
そ
ら

へ
る

(雲
片
Y
な
す
ら

へ
の

(久
)
・

④
花
に
し
あ
ら
ね

ば
「
い
う
に
し
あ
ら
ね
は

(久
)
花
に
あ
ら
ね
は

(雲
)
イ

ロ
ニ
サ

カ
ネ

ハ
〈
片

荒
)

(6)



【語
釈
】
○
見
ぬ
人
ー
ω
あ
な
た
が
見
な

い
人

(私
)
、
-②
私
が
見
な

い
人
、(あ

な
た
)
、
㈹
私

の
家
の
桜
を
見
て
い
な

い
あ

な
た
、
の
三
解
が
考
え
ら
れ
る
。
「桜

花
手
折
り
て
も
こ
む
見
ぬ
人
の
た
め
」
(『古
今
』
春
上
、
五
四
)
・
「吹
く
風

の

目
に
見
ぬ
人
も
恋
し
か
町
け
ワ
」
み
同
、
恋

亠
、
四
七
五
)
.・.「見
ず
も
あ
ら
ず
見

も
せ
ぬ
人
の
恋
し
く
は
」
(同
、
四
七
六
)
、・
「見
ぬ
人
を
思
ひ
や
り

つ
つ
恋
し
か

る
ら
む
」

(本
集
.
恋
二
.
,.六
〇
四
)
は
、
全
て
相
手
を
指
す
が
、
当
歌
に
限

っ

て
は
次
句

の

「形
見
」
と
の
修
飾
関
係

で
見
た
場
合
、
・あ
な
た

(が
私
を
偲
ぶ

た
め
)
の
形
見
L
と
解
す
る
の
は

い
か
に
も
苦
し
い
。r
一
応
自
分
の
こ
と
を
客

観
的
に
言

っ
た
も
の
と
見
る
が
、
単
に
両
者

の
往
き
来
の
絶
え
て
い
る
事
情
を

表
出
す
る
措
辞
ど
も
考
え
ら
れ
る
。「
な
お
、
『大
系
』
『叢
書
』
は
、
「お
逢

い
で

き
な
い
あ
な
た
」、

『全
釈
』
は

「暗
に
作
者
自
身
を
指
す
」
と
し
、
当
解
釈
と

同
様
。

○
か
た
み
が
て
ら
ー

「
が
て
ら
」
は
、
他
の
動
作
を
も
兼
ね
て
行

う
義
を
添
付
す
る
接
尾
辞

(「わ
が
宿

の
花
見
が
て
ら
に
来
る
人
は
散
り
な
む
の

ち
ぞ
恋
し
か
る
べ
き
」
『古
今
』
春
上
、
六
七
)。
本
集
で
は
他
に

一
二
三
四
の

み
。
「形
見
が
て
ら
」
は
、
「
形
見

に
見
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
こ
め

つ
づ
」

し
ほ

(「我
妹
子
が
形
見
が
て
ら
と
紅

の
八
入
に
染
め
て
お
こ
せ
た
る
衣

の
裾
も
通

り
て
濡
れ
ぬ
」

『万
葉
』
巻
十
九
(
四

一「、五
六
)P

O
身
に
な
ず
ら

へ
る
花

に
し
あ
ら
ね
ば
ー
わ
が
身

に
等
し

い
花
で
は
な

い
の
で
。.
四
段
動
詞

「な
ず
ら

ふ
」
は

「
比
偶
す
る
・同
質

の
」

の
意

(「帰
り
く
る
道
に
ぞ
け
さ
は
迷
ふ
ら
む

こ
れ
に
な
ず
ら
ふ
花
な
き
も
の
を
」
雑
三
、

一・ニ
ニ
ニ
)。
完
了

「
る
」
の
贈
花

の
時
点
を
表
す
。

【訳
】

返
歌
、

久
し
く
逢

っ
て
い
な
い
私

を
偲
ぶ
よ
す
が
に
で
も
と
思
う
て
折

っ
た
の

.
で
は
あ
ワ
ま
せ
ん
。
.わ
が
身
に
く
ら
べ
ら
れ
る
花
で
は
な
い
の
で
す
か

ら
。

.【評
】
相
手
の
恨
み
っ
ぽ
い
言

い
か
け
を
、
「花
と
い
っ
し
ょ
に
で
き
る
よ
う
な

我
が
身
で
も
な
い
の
に
、
形
見
だ
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
」
と
さ
ら
り
ど
受
け

流
し
た
、
典
型
的
な
贈
答

の
型
を
踏
む
。
「形
見
」
・
「見
ぬ
人
」
と
い
っ
た
恋
歌

的
範
疇
の
措
辞
に
よ

っ
て
、
実
際
に
は
頻
り
と
往
き
来
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
同

性
間
の
や
り
と
り
な
が
ら
、

一
種
疎
遠
を
か
こ
つ
恋
歌
あ

か
し
た
贈
答

に
仕
立

て
上
げ
た
と
こ
ろ
に
、
友
人
同
士
の
気
易
・い
応
酬
ー

"遊
び
"
を
感
じ
さ
せ

る
。
『伊
勢
集
』
に
も
、
両
首
同
じ
よ
う
な
詞
書
で
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
伊
勢

の
日
常
的
な
交
友
の

一
端
を
窺
わ
せ
る
二
組
で
あ
る
。
・

①

②

さ

く

ら

の
花

を

よ

め

る

.

「

.

、
・

よ

み

人

し

ら

ず

53
.ゼ

吹

,
(く

)
,
風

を

な

ら

し

の
山

の
桜

花

の

ど
け

く

そ

見

る

ち

ら

じ

と

思

へ
ば

.
【
校

異

】
・
①

の

花

ー

ナ

シ

(
中

久

),

②

よ

め

る
ー

ナ

シ

(荒

y

.③

を

ー

に

(
雲

)

④

な

ち

し

の

山

ー

ナ

ヲ

シ

ノ

山

(片

)

【
語

釈

】
、○

吹

く

風

を

な

ら

し

の
山

1

・「
吹

く

風

を

」

は

掛

詞
的

に

次

句

を

導

き

出

す

が
、

【
評

】

に
述

べ
る

よ

う

に

、

本

旨

に
密

接

に
関

わ

っ
て

ゆ

く

と

こ

ろ

か

ら

、

機

械

的

に
枕

詞

と

す

る

の

は

た

め

ら

わ

れ

る

。

二
句

へ
の
係

り

方

と

し

て

は
、
.「
馴

ら

し
」
・ど

も

「
無

ら

し

」

と

も

取

れ
る

が

、

「
を

匸

の
働

き

か

ら

す

れ

ば

、

表

現

上

多

少

の
異

和

感

は
拭

え

ぬ

も

の

の
、・
や

は

り
前

者

と

す

べ

き

で

あ

ろ

う

。

「
吹

く

風

を

お

さ

え

馴

ら

す

山
、
・、な

ら

し

山
し
「の
意

。

な

お

、

な

ら

し

の
山

に

つ

い

て

は
丶

土
佐

・大

和

の
両

説

が

あ

る

。
即

ち

、
『
能

因

歌

枕

』

(広

本

Y

が
土

佐

と

す

る
外

は

、

『五

代

集

歌

枕

』

が

「
土

佐

私

云

、

此

岡

(な

ら

し

の
岡

),
在

二
大

和

国

一
歟

。

作

例

尤

多

」

(上

巻

)
、

ま

た

『
入

雲

御

抄

』
も

「
土

佐

,
若

大

和

歟

、

可

レ
尋

」

と

決

め

あ

ぐ

ね

て

い

る

が
、

「
故

郷

の

奈

良

思

の
岡

の
ほ

と

と
ぎ

す

言

告

げ

遣

り

し

い

か

に

告

げ

き

や
」

(
『
万

葉

』

巻

入

、

一
五

〇

六

、

田

村

大

嬢

が
坂

上

大

嬢

に
与

え

た

歌
π)

の

「
奈

良

思

の
岡

」

を

同

一
の
も

の
と

す

れ

ば

、
大

和

説

が
指

示

さ

れ

よ

ケ

。
,「
こ
・の
夏

も

か

は
ら

ざ

り

け

り

初

声

(7)



は
な
ら
し

の
岡
に
な
く
郭
公

(亭

子
院
歌
合
)
・
「
逢
ふ
こ
と
は
な
ら
し
の
池

の

水
な
れ
や
た
え
み
た
え
ず
は
年
の

へ
ぬ
ら
ん
」

(『六
帖
』
三
)
等

の
例
が
見
え

る
。
因
み
に
、
『万
葉
』
巻
十
、

一
入
二
二

「我
が
背
子
を
莫
越

の
山
の
呼
子
鳥

君
呼
び
返
せ
夜

の
ふ
け
ぬ
と
に
」
の
二
句
を

『拾
遺
』
で

「
な
ら
し
の
岡
」

(恋

三
、
入

一
九
。
『赤
人
集
』
に
も

「
な
ら
し

の
山
」

で
出
る
)
と
す
る
こ
と
か

ら
、
「
な
こ
し
を
な
だ
ら
か
に
書
た

る
を
、
後

の
人
な
ら
し
と
写
な
せ
る
な
る
べ

し
:
:
:
今
の
歌

(当
歌
)
も
、
風
を
な
吹
こ
し
そ
と
い
さ
む
る
山
の
名
な
れ
ば

…
…
」

(『新
抄
』
所
収
契
沖
説
)

と
の
見
方
も
あ
る
が
、
先
に
上
げ
た

「
な
ら

し
の
岡

(池
)」

の
歌
と
並
行
し

て
、
「な
こ
し

の
山
」
を
詠
む
歌
が
、
亭
子
院

歌
合
・
『能
宣
集
』
・
『六
帖
』
に
は
見
え
、
莫
越
山
の
所
在
を
東
国
と
す
る
資
料

も
あ
る

(大
系

『万
葉
集
』

一
八

二
二
補
注
参
照
)

の
で
、-
両
者
は
別
の
も

の

と
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。

○
ち
ら
じ
と
思

へ
ば
ー
地
名
が

「な
ら
し

の

山
」
、

つ
ま
り
花
を
散
ら
す
風
を

「
馴
ら
し
」
て
ぐ
れ
る
は
ず
の
山
の
桜
だ
か
ら

散
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
理
屈

で
あ
る
。

【
訳
】

桜
の
花
を
詠
ん
だ
、
,

吹
く
風
を
鎮
め
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
名
の
こ
の
な
ら
し
の
山
に
咲
く
桜
。

の
ん
び
り
と
見
る
こ
と
だ
、
散
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
思
う
か
ら
。

【評
】
歌
は
単
に
地
名
を
巧
み
に
消
化
し
た
だ
け
の
景
物
詠

で
、
音
声
か
ら
の

連
想
を
基
と
し
た

"
理
"
に
よ

っ
て

一
首
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
、

雨
ふ
れ
ど
露
も
も
ら
じ
を
笠
取

の
山
は
い
か
で
か
も
み
ち
そ
め
け
む

・

(『古
今
』
秋
下
、
一.エ
ハ
こ

等
と
変
わ
り
が
な
い
。
た
だ
、
当
歌

の
特
徴
は
、
初
二
句
の
枕
-
初
枕
的
結
合

が
直
ち
に
全
体

の
モ
テ
ィ
ー
プ
に
連
絡
す
る
点
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、

雨
ふ
れ
ば
笠
取
山
の
も
み
ち
葉
は
ゆ
き
か
ふ
人
の
袖
さ

へ
そ
て
る

(同
、
二
六
三
)

等
と
同
様
、

一
首

の
意
味
構
造

の
中
で
初
二
句

の
結
合
が
大
き
な
位
置
を
占
め
、

「雨
衣
田
簔
の
島
」

(同
、
雑
上
、
九

=
二
)
・
「
君
が
さ
す
三
笠

の
山
」
(同
、

雑
躰
、

一
〇

一
〇
〉
等
の
単
純
な
枕
詞
式
固
着
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
。
本

集
で
は
、
九

一
入

「あ
ふ
こ
と
の
か
た
の
」
・
=

一五
五

「
い
つ
し
か
と
ま
つ
ち

の
山
」
が
同
様
の
例
。

な
お
、
よ
み
人
し
ら
ず
歌
に
詠
物
的
詞
書
が
付
く
の
は
、
・
『古
今
』
に
は
見
ら

れ
な

い
現
象

だ
が
、
本
集

で
は
似
後
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
の
内
例
え
ば
、
二

三
九
i
二
四
七

「七
夕
を
よ
め
る
」
は
二
首
、
三
二
七
ー
三
三
四

「月
を
見
て
」

は
三
首

の
記
名
歌
を
介
在
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
、
決
し
て
作
者
を
韜
晦
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
素
材
に
よ
る
編
集
上
の

一
括
的
処
理
に
す
ぎ
な
い
こ
と

を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
、
こ
こ
の
詞
書
も
、
何
ら
か
の
資
料
的
根
拠
の

在
す
る
も
の
と
は
考
え
に
く
く
、
撰
者
の
恣
意
的
処
置
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

54

①

②

③

④

⑤

前
栽
に
、
竹

の
な
か
に
さ
く
ら
の
さ
き
た
る
を
見
て

⑥坂
上
是
則

桜
花
け
ふ
は
よ
く
見
て
む
ぐ
れ
竹
の
ひ
と
よ
の
ほ
ど
に
ち
り
も
こ
そ
す
れ

【校
異
】
①
前
栽
に
ー
前
栽

の

(中
久
片
荒
)
ナ
シ

(堀
)

②
竹

の
な
か
に

さ
く
ら
の
ー
さ
く
ら
の
花

の
た
け
の
中
に

(堀
)

③
さ
き
た
る
ー
花
さ
き
た

る

(久
)
さ
け
る

(堀
片
荒
)

④
見
て
ー
ナ
シ

(堀
片
荒
)

⑤
よ
め
る

ア

ー1

(中
久
片
)

⑥
坂
上
ー
ナ
シ

(片
)

【語
釈
写
○
〈
れ
竹
の
ひ
と
よ
ー

「
く
れ
竹
の
」
は
実
景
を
促
え
た
枕
詞
。
「竹

の
よ

(節
)」
は

「世
」
(「
竹
の
子
の
う
き
ふ
し
し
げ
き
よ
」
『古
今
』
雑
下
、

九
五
七
。
本
集
で
は
九
〇
七
、
九
〇
入
、
九
二

一
、

=

一七
三
、

=
二
入
三
〉
・

「夜
」

(「
な
よ
竹

の
よ
長
き
上
に
」
『古
今
』
雑
下
、
九
九
三
。
本
集
で
は
四

八
、
、
一
一
入
五
)
を
導
く
両
様
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

こ
こ
は
後
者
。
参
考
ま
で

あ
わ

に
記
す
と
、
「く
れ
竹
」
は
、
淡
竹

の
異
名

(「
淡
竹
…
…
和
名
久
礼
多
介
」
『本

(g)



カ

ン
チ
ク

草
和
名
』
十
三
)
と
も
、
答
竹
の

こ
と

(「笞
竹
…
…
楊
氏
漢
語
抄
云
、
呉
竹

に
が
た
け

也
、
和
語
云
久
礼
太
介
』
『倭
名

類
聚
抄
』
二
十
)
と
も
、
あ
る
い
は
苦
竹
を
指

す

(「苦
竹

国
俗
呉
竹
ト
云
、

又
真
竹
ト
云
」
『大
和
本
草
』
九
)
と
も
言

い
、

さ
ら
に
、
答
竹
と
淡
竹
と
は
同
種

(「答
竹

此
亦
与
二
淡
竹

一同
、
或
云
別
種
也
」

『和
爾
雅
』
七
)
と
も
説
明
さ
れ
る
。
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
「初
来
二
於

呉
国

一而
名
レ
之
乎
」

(『和
漢
三
才
図
会
』
入
十
五
)
と
記
さ
れ
る
が
不
明
。
特

徴
は
、
前
引

『倭
名
抄
』
「笞
竹
」
項
に
、
「文
字
集
略
云
、
笞
似
簍
而
節
茂
葉

滋
者
也
」
、
ま
た

『徒
然
草
』
二
百
段
に
、
「
呉
竹
は
葉
細
く
、
河
竹
は
葉
広
し
」

と
あ
る
。
『古
今
要
覧
稿
』
が
、
形
状

・
伝
来
に
つ
い
て
詳
し
く
考
証
し
て
い

る
。【訳

】

植
え
込
み
に
、
竹
の
中
に
桜
が
咲
い
て
い
る
の
を
見
て
、

こ
の
桜
の
花
は
、
今
日
の
う
ち
に
と
っ
く
り
と
見
て
お
こ
う
。
た
っ
た

ひ
と
晩
の
間
に
散

っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

【評
】
群
竹
の
中
に
、
幾
本

(あ

る
い
は

一
本
ぽ

つ
ん
と
)
か
桜
が
咲

い
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
桜
は
い
ず
れ
は
散
る
も
の
だ
が
、
そ
の
散
る
の
を
惜
し
む
心

持
ち
を
、
た
ま
た
ま
矚
目
さ
れ
る
竹
か
ら

「節
」
↓

「夜
」

の
音
声
的
連
想
を

引
き
出
す

こ
と
で
、

一
首
の
眼
目

と
し
た
歌
で
あ
る
。
眼
前

の
景
の

一
要
素
を
、

純
粋
に
言
語
的

レ
ベ
ル
に
転
位
せ
し
め
た
点
に
、
こ
の
歌

の
…機
知
が
あ
る
が
、

一
方
、
「
も
み
ち
す
る
草
木
に
も
似

ぬ
竹
の
み
ぞ
か
は
ら
ぬ
も

の
の
た
め
し
な
り

け
る
」

(『貫
之
集
』
)
に
見
る
よ
う

な
、
竹
に
ま
つ
わ
る
永
久
不
変
の
イ
メ
ー
ジ

が
、
対
照
的
に
桜

の
移
ろ
い
や
す

さ
を
際
立
た
せ
る
と
い
う
用
意
を
も
、
そ
の

場
面
設
定

の
裡
に
汲
み
取

っ
て
よ

い
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
竹
と
桜

と

い
う

の
は
珍
し

い
取
り
合
わ
せ
で
は
あ
る
。
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